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私たちの未来を豊かにする「明治」の価値
一緒に残し、伝えていきませんか
歴史的建造物を中心とした「明治時代からの贈り物」を未来へ残し続けるためには、
多くの資金が必要です。明治村事業へのご支援をお願いします。

・ 本物の価値を残し、未来へ伝えるための展示建造物の維持・保存修理
・ 本物の価値を残し、未来へ伝えるための歴史資料の維持・保存修理
・ 未来の指針となる明治時代の価値を伝えるための展示（常設展及び企画展）
・ 明治時代製造の蒸気機関車及び京都市電の動態展示
・ 博物館明治村の事業全般

ご支援の内容

1回3,000円からご支援いただけます（マンスリーサポーターは月額1,000円から）
公益財団法人明治村へのご寄付は一定の「税制控除対象」となります。

明治村みらい基金へのご寄付は、以下の方法で行うことができます。

・ クレジットカード
・ 金融機関からの振込
・ ゆうちょ銀行からの払込

ご寄付の方法

詳しくは博物館明治村公式サイト内
「明治村みらい基金」をご覧ください。
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2015年 3月
村長・館長就任パレードの様子。

2
0
1
6
年
5
月

名
古
屋
市
内
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ミ
ュ 

ー
ジ
ア
ム
の
あ
る
く
ら
し
」を
開
催
。

ゲ
ス
ト
は
岐
阜
県
美
術
館
館
長
・
日
比

野
克
彦
氏
。

　

開
村
六
十
周
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
四
代

目
村
長
と
し
て
は
、
そ
の
六
分
の
一
を
明
治
村
と
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
の
か
と
思
う
と
光
栄
至
極
で
す
。

　

十
年
前
、村
長
を
拝
命
し
た
と
き
は
、い
っ
た
い
何
の

お
役
に
立
つ
の
か
と
戸
惑
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
年

経
っ
た
今
も
っ
て
戸
惑
い
続
け
つ
つ
も
、
明
治
村
に
出

合
う
こ
と
が
で
き
て
、
ま
こ
と
に
人
生
が
豊
か
に
な
っ

た
実
感
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
私
の
出
身
地
で
あ
る
東
京
で
は
い
ま
だ
に
明
治
村
の
存
在
が
さ
ほ
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ド
ラ
マ
や
映
画
の
撮
影
現
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
か

ろ
う
じ
て
認
識
し
て
い
る
ほ
ど
で
、「
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」と
言
う
人
が
多
く
お
ら
れ
ま

す
。
し
か
も
、
明
治
時
代
の
建
物
や
建
造
物
の
本
物
が
置
い
て
あ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
さ
れ
る

の
で
す
。「
え
、
作
り
物
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
。
こ
り
ゃ
大
変
。
そ
ん
な
レ
ベ
ル
の
認
識
で
し
た

か
。
こ
の
十
年
、明
治
村
の
館
長
、ス
タ
ッ
フ
、学
芸
員
の
皆
様
と
と
も
に
三
ヶ
月
に
一
度
の
ペ
ー

ス
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、今
後
は
さ
ら
に
全
国
各
地
の
方
々
に
、明
治
の

人
の
モ
ダ
ン
で
粋
で
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
を
、
建
造
物
を
通
し
て
楽
し
く
面
白
く
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
老
体
に
鞭
打
っ
て
精
進
い
た
す
所
存
で
す
の
で
、ど
う
か
皆
様
、一
度
は

覗
き
に
き
て
み
て
ち
ょ
ー
だ
や
。

村
長 

阿
川
佐
和
子

明
治
村

開
村
六
十
周
年
に
そ
え
て

明
治
村
開
村
六
十
周
年
記
念
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本
年
で
、
博
物
館
明
治
村
は
開
村
六
十
周
年
を
迎
え

る
。
昭
和
四
十
年
の
開
村
は
、
間
近
に
明
治
百
年
を
控

え
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
村
に
は
全
国
か
ら
注
目

が
集
ま
り
、
明
治
文
化
運
動
に
ふ
さ
わ
し
い
熱
気
に
包

ま
れ
た
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
後
の
、
帝
国

ホ
テ
ル
ラ
イ
ト
館
の
解
体
、移
築
問
題
の
一
方
で
、展
示

建
造
物
の
数
が
増
加
し
、
村
内
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
や
歴

史
資
料
、
家
具
な
ど
も
充
実
度
を
加
え
て
き
た
。
謎
解
き
ゲ
ー
ム
な
ど
の
催
事
は
来
村
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、極
力
、明
治
文
化
の
背
景
に
触
れ
る
機
会

と
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ
。
来
村
者
の
中
に
は
、「（
ト
ロ
リ
ー
）ポ
ー
ル
と
い
う

名
前
は
後
で
知
っ
た
が
、
京
都
市
電
の
屋
根
の
上
に
の
っ
た
大
き
な
ア
ン
テ
ナ
の
よ
う
な
も
の

を
ぐ
る
り
と
回
し
て
方
向
を
変
え
る
の
を
、
明
治
村
で
初
め
て
見
て
び
っ
く
り
し
た
」と
い
う
子

ど
も
の
頃
の
記
憶
を
話
し
て
く
れ
た
人
が
い
た
。

　

博
物
館
明
治
村
は
、消
滅
の
危
機
に
瀕
し
た
歴
史
的
建
造
物
を
、次
善
の
救
済
策
と
し
て
移
築

し
、
復
原
修
理
の
上
、
野
外
で
保
存
展
示
す
る
こ
と
を
本
務
と
し
て
い
る
。
通
常
の
美
術
館
・
博

物
館
が
直
面
し
て
き
た
困
難
に
加
え
て
、明
治
村
で
は
、常
に
展
示
建
造
物
の
文
化
財
と
し
て
の

修
理
と
い
う
課
題
が
つ
い
て
回
る
。
け
れ
ど
も
、
阿
川
村
長
を
迎
え
た
五
十
周
年
を
契
機
と
し

た
心
機
一
転
の
気
運
と
、
文
化
財
建
物
の
修
理
を
通
し
て
入
村
者
も
ス
タ
ッ
フ
も「
歴
史
と
自

然
」に
直
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
明
治
村
な
ら
で
は
の
風
景
を
明
治
村
文
化
の
基
調
に
す
る
と

い
う
世
界
観
の
も
と
、新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、そ
こ
へ

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。
大
型
修
理
計
画
も
練
り
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
世
界
は
ま
す
ま
す

I
T
技
術
と
抽
象
的
な
画
像
文
化
が
進
展
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
人
間
と
わ
た
し
達

の
世
界
か
ら
、本
物
の「
歴
史
と
自
然
」が
失
わ
れ
て
は
い
け
な
い
。
明
治
の
、そ
し
て
日
本
の
歴

史
と
自
然
と
格
闘
し
、
そ
こ
に
育
ま
れ
た
明
治
の
文
化
を
体
現
す
る
明
治
村
の
風
景
に
誇
り
を

も
つ
と
い
う
、明
治
村
の
世
界
観
を
も
と
に
更
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。

館
長 

中
川 

武

博
物
館
明
治
村
と
い
う

世
界
観
と
そ
の
風
景

ー
開
村
六
十
周
年
に
寄
せ
て

ー

2
0
2
0
年
11
月

明
治
村
音
楽
祭 

リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
&
バ
ン
ド
ネ
オ
ン「
風
の
調

べ
」開
催
。
演
奏
後
は
、阿
川
村
長
、中
川
館
長
を
交
え
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
実
施
。

2
0
1
7
年
7
月

芝
川
又
右
衛
門
邸
縁
者
の
一
人
で
も

あ
る
、
千
島
土
地
株
式
会
社
社
長
・
芝

川
能
一
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、「
明
治

村
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
7 

文
化
が

街
や
人
を
元
気
に
す
る
」を
大
阪
市
中

央
公
会
堂
で
開
催
。

2
0
1
6
年
11
月

阿
川
村
長
と
め
ぐ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
開
催
。
公
募
に
よ
り
選
ば
れ

た
参
加
者
と
と
も
に
村
内
を
学
芸
員
の

ガ
イ
ド
で
見
学
。

2024年5月
トークセッション「感染症との闘い これまで、そしてこれから」
開催。新型コロナウイルス感染症対策分科会会長等を歴
任した、結核予防会理事長・尾身茂氏を招き、北里柴三郎に
ついてやコロナ対策、感染症との今後の向き合い方につい
て語っていただいた。

2022年3月
明治村みらい基金創設イベント「明治時代からの贈物を未
来へ」開催。日本ファンドレイジング協会代表理事・鵜尾雅
隆氏をゲストに、トークショーを実施。

2021年3月
鼎談「明治を知り、明日を知る」開催。一般財団法人聴竹
居倶楽部代表理事の松隈章氏を迎え、近代建築の幕開け
となった「明治」という時代を振り返るとともに、今後の博物
館のあり方について語った。

2
0
1
9
年
9
月

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、
阿
川
村
長
と
め
ぐ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
。

村長＆館長メモリアル

撮影・枦木 功
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博
物
館
明
治
村
は
、
明
治
時
代
の
貴
重
な
建
造
物
を
保
存
展
示
す
る
野
外
博
物
館
と
し
て
昭
和
四
十
年
三
月
十
八
日
に
開
館
し
、
令
和
七
年
三

月
に
開
村
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
明
治
時
代
は
、
日
本
が
西
洋
の
文
化
や
制
度
を
取
り
入
れ
日
本
独
自
の
文
化
と
融
合
し
、
近
代
日
本
の
礎

と
な
っ
た
時
代
。
そ
の
歴
史
的
価
値
を
後
世
へ
と
伝
え
る
た
め
、
明
治
村
は
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
開
村
五
十
五
周
年

以
降
の
明
治
村
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

開
村
五
十
五
周
年
か
ら
の

五
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
伴
い
、
臨
時
休
村
・
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

動
画
配
信
を
実
施

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
散
防
止
の
観
点
か
ら
、
三
月
二
日
～
十
九
日
お
よ
び
四
月
十
一
日
～
五
月

十
五
日
の
期
間
、臨
時
休
村
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、「
＃
お
う
ち
で
明
治
村
」と
題
し
、自
宅
で
博
物
館
明
治
村

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
動
画
を
、S
N
S
で
配
信
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
「
中
日
新
聞
で
振
り
返
る 

博
物
館
明
治
村
の
五
十
五
年
展
」

▼ 

期
間
／
三
月
二
十
日
～
八
月
三
十
日

中
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
や
記
事
二
十
六
点
を
展
示
し
、明
治
村
開
村
五
十
五
年
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

◆ 

「
燈
台
模
型
展
」

▼ 

期
間
／
三
月
二
十
日
～
六
月
二
十
八
日

品
川
燈
台
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
百
五
十
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
東
海
市
在
住
の
久
保
邦
雄
氏
が
制

作
し
た
燈
台
模
型
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
祈
り
の
い
ろ
と
か
た
ち 

─
全
国
天
神
人
形
大
集
合

─
」

▼ 

期
間
／
四
月
四
日
～
六
月
二
十
五
日

端
午
の
節
供
に
ち
な
み
、
子
ど
も
の
成
長
や
学
業
成
就
を
祈
る
郷
土
玩
具「
天
神
人
形
」を
、
制
作
地
域
ご
と

の
特
徴
に
分
類
し
、ご
紹
介
し
ま
し
た
。

◆ 

谷
口
吉
郎
・
吉
生
記
念 

金
沢
建
築
館
と
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

▼ 

締
結
日
／
六
月
二
十
四
日

谷
口
吉
郎
・
吉
生
記
念 

金
沢
建
築
館
と
相
互
調
査
研
究
、
企
画
事
業
へ
の

協
力
を
図
り
、交
流
を
促
進
す
る
た
め
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
金
魚
絵
師 

深
堀
隆
介
展 

甦
る
水
の
記
憶 

五
十
五
の
金
魚
盆
」

▼ 

期
間
／
七
月
二
十
三
日
～
九
月
二
十
七
日

透
明
樹
脂
に
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
金
魚
を
描
い
た
作
品
で
知
ら
れ
る
現
代
作
家
・

深
堀
隆
介
氏
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
博
物
館
明
治
村
開
村
五
十
五
周

年
に
ち
な
ん
で
制
作
さ
れ
た
連
作「
五
十
五
の
金
魚
盆
」な
ど
を
展
示
し
た
ほ

か
、
半
田
東
湯
で
は
夏
祭
り
の「
金
魚
す
く
い
」の
記
憶
と「
銭
湯
」の
記
憶
を
重

ね
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン「
金
魚
湯
」を
実
施
。
呉
服
座
で
開
催
し
た
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演
予
定
だ
っ
た
阿
川
村
長
が
、リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
ま
し
た
。

◆ 

第
四
高
等
学
校
物
理
化
学
教
室

常
設
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

▼ 

公
開
日
／
一
月
十
六
日

初
代
館
長 

谷
口
吉
郎
と
元
財
団
法
人
明
治
村
理
事
長 

土
川
元
夫
氏
の
顕
彰
室

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、お
よ
び
用
意
室
な
ど
含
め
五
室
を
一
般
公
開
し
ま
し
た
。

約
四
十
件
の
資
料
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

  　

 

「
ナ
ゾ
・
謎
・
錦
絵
～
秋
か
ら
解
き
明
か
す
～
」

▼ 

期
間
／
十
月
二
日
～
十
一
月
七
日

季
節
の
花「
菊
」や「
紅
葉
」が
描
か
れ
た
錦
絵
の
描
写
か
ら
、
歴
史
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
い
て
ご
紹
介
し

ま
し
た
。

　
　
　
　

  　

 

「
空
は
世
界
へ
つ
づ
い
て
い
る

～
海
外
の
機
関
紙
に
み
る
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
～
」

▼ 

期
間
／
十
月
十
六
日
～
十
二
月
十
二
日

海
外
の
青
少
年
赤
十
字
の
活
動
を
、戦
前
の
機
関
紙
か
ら
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 「
明
治
村
で
あ
い
ま
し
ょ
う
～
古
今
東
西
の
響
き
～
」

▼ 

開
催
日
／
十
一
月
十
三
日

タ
ブ
ラ
奏
者
の
U
─

z
h
a
a
n
氏
、音
楽
家
の
蓮
沼
執
太
氏
を
お
招
き
し
、演
奏
会
と
阿
川
村
長
、中
川
館

長
を
交
え
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
「『
犯
人
は
誰
だ
？
』謎
解
き
の
誕
生

～
明
治
・
大
正
の
探
偵
小
説
か
ら
江
戸
川
乱
歩
ま
で
～
」

▼ 

期
間
／
三
月
十
九
日
～
六
月
二
十
六
日

三
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
を
名
古
屋
で
過
ご
し
た
江
戸
川
乱
歩
を
軸
に
、
旧
蔵
の
明
治
・
大
正
の
探
偵
小
説
や

東
海
地
方
で
の
乱
歩
の
交
友
関
係
等
を
、
約
七
十
件
の
資
料
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
三
年
秋
に

被
災
し
た「
江
戸
川
乱
歩
館（
三
重
県
鳥
羽
市
）」の
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
あ
わ
せ
て
一
部
資

料
を
借
用
、展
示
し
ま
し
た
。

◆ 

「
ゐ
の
く
ち
渦
巻
ポ
ン
プ
」重
要
文
化
財
に
指
定

▼ 

指
定
日
／
三
月
二
十
二
日

井い
の
く
ち口
在あ

り
や屋
が
発
明
し
た
、
当
時
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
た
理
論
に
基
づ
い
て
製
造

さ
れ
た「
ゐ
の
く
ち
渦
巻
ポ
ン
プ
」が
、重
要
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

「
明
治
村
み
ら
い
基
金
」創
設
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
明
治
時
代
か
ら
の
贈
物
を
未
来
へ
」

▼ 

開
催
日
／
三
月
三
十
一
日

「
明
治
村
み
ら
い
基
金
」創
設
を
記
念
し
、
鵜
尾
雅
隆
氏（
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
代
表
理
事
）を
ゲ

ス
ト
に
、阿
川
村
長
、中
川
館
長
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆ 

「
名
鉄
岩
倉
変
電
所
」保
存
修
理
工
事
竣
工

▼ 

公
開
日
／
三
月
十
八
日

修
復
・
耐
震
補
強
工
事
終
了
に
伴
い
、
村
内
唯
一
の
名
古
屋
鉄
道
関
連
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
名
古
屋
鉄

道
の
軌
跡
」上
映
と
、
名
古
屋
鉄
道
と
明
治
村
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
開
始
。
同
日
十
三
時
か
ら
は
記
念
式
典

も
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

鼎
談「
明
治
を
知
り
、明
日
を
知
る
」

▼ 

開
催
日
／
三
月
二
十
七
日
※
令
和
二
年
三
月
か
ら
延
期
し
て
実
施

一
般
社
団
法
人
聴
竹
居
倶
楽
部
代
表
理
事
の
松
隈
章
氏
を
お
招
き
し
、
阿
川
村
長
、
中
川
館
長
と
の
鼎
談
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
「
る
ろ
う
に
剣
心 

最
終
章 

T
h
e 

F
i
n
a
l
／

T
h
e 

B
e
g
i
n
n
i
n
g
」公
開
記
念 

特
別
展
示

▼ 

期
間
／
三
月
十
三
日
～
六
月
二
十
七
日

前
作
映
画
か
ら
最
新
作
ま
で
の
紹
介
パ
ネ
ル
、映
画
衣
装
、明
治
村
所
蔵「
逆
刃
刀
」等
を
展
示
し（
三
月
二
十

日
～
四
月
十
一
日
）、映
画
の
み
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 

「
こ
れ
ぞ
D
A
・
G
A
・
S
H
I
！
黄
金
時
代
の
駄
菓
子
」

▼ 

期
間
／
五
月
十
五
日
～
六
月
三
十
日

明
治
生
ま
れ
の
駄
菓
子
職
人
・
石
橋
幸
作
氏（
一
九
〇
〇
─
一
九
七
六
）が
紙
粘
土
で
復
元
作
成
し
た
、
全
国

各
地
に
伝
わ
る
駄
菓
子
模
型
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
三
〇
〇
点
の
中
か
ら
、約
五
十
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
金
魚
絵
師 

深
堀
隆
介
×
博
物
館
明
治
村 

金
魚
桶
」

▼ 

期
間
／
七
月
二
十
二
日
～
九
月
五
日

明
治
村
開
村
五
十
五
周
年
を
記
念
し
て
深
堀
氏
が
制
作
し
た
連
作「
五
十
五
の
金
魚
盆
」の
ほ
か
、
金
魚
絵
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
体
感
型
デ
ジ
タ
ル
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン「
金
魚
桶
」を
組
み
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

◆ 

メ
デ
ィ
ア
サ
イ
ト「
明
治
を
み
つ
め
る
。『
！
』を
み
つ
け
る
。『
メ
イ
ジ
ノ
オ
ト
』」開
設

▼ 

公
開
日
／
八
月
二
十
六
日

「
昔
の
こ
と
な
の
に
新
し
い
」「
知
ら
な
か
っ
た
の
に
懐
か
し
い
」そ
ん
な
明
治
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ

き
、現
代
の
生
活
に
も
役
立
つ
情
報
を
配
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
サ
イ
ト「
メ
イ
ジ
ノ
オ
ト
」を
新
規
開
設
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
博
物
館
明
治
村
×
フ
レ
ー
ベ
ル
館

『
恩
物
』の
世
界
─
ド
イ
ツ
の
知
育
玩
具
─
」

▼ 

期
間
／
九
月
十
一
日
～
十
二
月
十
二
日

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
教
育
者
・
フ
レ
ー
ベ
ル
が
考
案
し
た
知
育
玩
具「
恩
物
」と
、

明
治
時
代
の
日
本
で「
恩
物
」が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
、

令
和
2（
二
〇
二
〇
）年

特
別
展
示

特
別
展
示

企
画
展

企
画
展

企
画
展

企
画
展

阿
川
村
長
企
画

令
和
３（
二
〇
二
一
）年

学
芸
員
の
小
部
屋

阿
川
村
長
企
画

企
画
展

学
芸
員
の
小
部
屋

学
芸
員
の
小
部
屋

令
和
４（
二
〇
二
二
）年

阿
川
村
長
企
画
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▼ 

開
催
日
／
五
月
十
六
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
会
長
等
を
歴
任
し
た
結
核
予
防
会
理
事
長
・
尾
身
茂
氏
を
ゲ
ス

ト
に
、北
里
柴
三
郎
に
つ
い
て
や
、コ
ロ
ナ
対
策
、感
染
症
と
の
今
後
の
向
き
合
い
方
に
つ
い
て
、阿
川
村
長
、

中
川
館
長
と
と
も
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆ 

明
治
村
入
村
者
数
累
計
五
千
万
人
到
達

▼ 

期
日
／
五
月
十
七
日

ご
入
村
五
千
万
人
目
の
お
客
様
を
正
門
に
て
お
迎
え
し
、
中
川
館
長
よ
り
記
念

品
と
目
録
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

「
新
紙
幣
発
行
記
念
!
”ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
“を
ご
紹
介
」

▼ 

開
催
日
／
六
月
二
十
九
日
～
九
月
二
十
九
日

日
本
銀
行
よ
り
二
十
年
ぶ
り
と
な
る
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
る
の
を
記
念
し
、
新
千
円
札
の
肖
像
に
採
用
さ
れ

た
北
里
柴
三
郎
を
は
じ
め
、渋
沢
栄
一
、津
田
梅
子
の
生
涯
や
偉
業
を
、パ
ネ
ル
や
関
連
資
料
等
を
通
し
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
江
藤
新
平
没
後
百
五
十
年 

明
治
時
代
の
裁
判
所
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
」

▼ 

開
催
日
／
七
月
二
十
日
～
九
月
八
日

初
代
司
法
卿（
現
在
の
法
務
大
臣
）の
江
藤
新
平
が
亡
く
な
っ
て
百
五
十
年
を
記
念
し
、
明
治
時
代
に
実
際
に

使
わ
れ
て
い
た
宮
津
裁
判
所
の
建
物
で
、
江
藤
新
平
が
目
指
し
た
裁
判
制
度
や
当
時
の
裁
判
所
の
様
子
な
ど

を
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、初
の
試
み
と
し
て
、法
廷
内
外
を
巡
り
、当
時
の
法
服（
複
製
）を
試

着
で
き
る
特
別
ガ
イ
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆ 

「
見
て 

撮
っ
て 

体
感
！
明
治
村
の
の
り
も
の
」開
催

▼ 

期
間
／
九
月
十
四
日
～
十
二
月
十
五
日

体
験
乗
車
が
で
き
る
国
内
最
古
の
S
L「
蒸
気
機
関
車
十
二
号
」が
イ
ギ
リ
ス
か

ら
輸
入
さ
れ
て
百
五
十
年
、村
内
で
の
運
行
開
始
五
十
周
年
を
記
念
し
、明
治
村

が
保
存
す
る
明
治
の「
の
り
も
の
」を
テ
ー
マ
に
開
催
。
明
治
天
皇
御
料
車
、
昭

憲
皇
太
后
御
料
車
、儀
装
車
の
特
別
公
開
な
ど
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
十
月
十
二
日
か
ら
十
一
月
十
七
日
ま
で
、「
の
り
も
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 「
本
を
つ
く
る
愉
し
み
～
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を
読
む
～
」開
催

▼ 

開
催
日
／
十
一
月
二
十
三
日（
土
・
祝
）

数
多
く
の
文
学
作
品
の
装
丁
を
手
掛
け
る
大
久
保
明
子
氏
を
お
招
き
し
、
阿
川
佐
和
子
村
長
、
中
川
武
館
長

と
と
も
に
、装
丁
を
通
し
て「
本
」を
つ
く
り
あ
げ
る
愉
し
さ
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
「
乱
歩 

✿ 

人
間
模
様
」

▼ 

期
間
／
三
月
十
六
日
～
七
月
二
十
八
日

江
戸
川
乱
歩
作
品
の
登
場
人
物
を
、
イ
ラ
ス
ト
と
、
金
城
学
院
大
学
文
学
部
小
松
ゼ
ミ
生
に
よ
る
解
説
に

よ
っ
て
ご
紹
介
し
た
ほ
か
、
江
戸
川
乱
歩
と
親
交
が
あ
っ
た
人
々
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
や
、
岩
田
準
一

氏（
鳥
羽
市
出
身
）に
よ
る
乱
歩
小
説
の
挿
絵
原
画
と
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
展
示
し
ま
し
た
。

◆ 

本
邦
初
！ 

明
治
村
古
墳
特
別
公
開

▼ 

開
催
日
／
一
月
二
十
日
、二
月
三
日

赤
塚
次
郎
氏（
N
P
O
法
人 

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
）を
講
師
に
お
招
き
し
、
明
治
村
村
内
に
あ
る
古
墳「
明
治
村
古
墳
」を
初
め
て

一
般
の
お
客
様
に
公
開
し
ま
し
た
。

◆ 

明
治
村
フ
ァ
ン
集
会
を
開
催

▼ 

開
催
日
／
三
月
二
十
日

明
治
村
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
十
名
の
方
と
明
治
村
ス
タ
ッ
フ
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
明
治
村
に
対

す
る
熱
い
想
い
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、今
後
の
運
営
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
「
バ
イ
オ
リ
ン
修
復
記
念　

明
治
建
築
に
響
く
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
」

▼ 

開
催
日
／
三
月
二
十
六
日

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
石
田
泰
尚
氏
と
阿
川
村
長
、
中
川
館
長
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
後
、
石
田
氏
と
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
岡
本
知
也
氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
演
奏
会
で
は
、鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン
製
造
株
式

会
社
で
修
理
を
行
っ
た
、明
治
四
十
三
年
製
の
館
蔵
バ
イ
オ
リ
ン（
鈴
木
バ
イ
オ
リ
ン
製
）も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

「
北
里
研
究
所
本
館・医
学
館
」常
設
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▼ 

公
開
日
／
五
月
十
一
日

二
〇
二
四
年
に
発
行
さ
れ
た
新
紙
幣
の
肖
像
に
北
里
柴
三
郎
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
、
北
里
研
究
所
本
館
・
医
学
館
内
の
常
設
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
展
示
で
も
ご
紹
介
し
て
い
た「
北
里
柴
三

郎
の
顕
彰
」に
加
え
、「
移
築
の
経
緯
と
建
物
の
特
徴
」、「
顕
微
鏡
の
発
展
」、「
日
本
に
お

け
る
感
染
症
の
歴
史
」を
柱
に
展
示
を
構
成
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
に
学
校
法
人
北
里
研
究
所
特
命
補
佐
・
北
里

柴
三
郎
記
念
博
物
館
館
長
の
朝
日
田
卓
氏
、
公
益
財
団
法
人
結
核
予
防
会
理
事
・
事
業
部
長
の
小
林
典
子
氏
を

お
迎
え
し
、常
設
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 「
感
染
症
と
の
闘
い 

こ
れ
ま
で
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
」開
催

◆ 

つ
み
き
ひ
ろ
ば
G
a
b
e
～
フ
レ
ー
ベ
ル
か
ら
の
お
く
り
も
の
～ 

オ
ー
プ
ン

▼ 

公
開
日
／
六
月
二
十
一
日

帝
国
ホ
テ
ル
・
ラ
イ
ト
館
の
設
計
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
も
幼
少
期
に
嗜
ん
だ
と
さ
れ
る
、

19
世
紀
ド
イ
ツ
の
教
育
学
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
レ
ー
ベ
ル
が
発
案
し
た
世
界
初
の
教
育
遊
具「
恩
物
」を
は

じ
め
、
一
万
ピ
ー
ス
以
上
の
つ
み
き
も
用
意
し
、
お
子
様
の
自
由
な
発
想
を
も
と
に
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
屋

内
型
遊
戯
施
設
を「
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
堂
」に
開
業
し
ま
し
た
。

◆ 

宇
治
山
田
郵
便
局
舎 
保
存
修
理
工
事
竣
工

常
設
展
示 「
つ
な
が
る 

ひ
と
・
こ
こ
ろ
・
も
の
」 

公
開

▼ 

公
開
日
／
十
一
月
三
日

宇
治
山
田
郵
便
局
舎
の
保
存
修
理
工
事
竣
工
に
と
も
な
っ
て
、常
設
展
示
も
新
た

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
象
徴
的
な
郵
便

ポ
ス
ト
を
軸
に
、郵
政
博
物
館
所
蔵
の
郵
政
史
関
係
資
料
と
明
治
村
所
蔵
資
料
と

で
郵
便
制
度
の
歴
史
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
旧
所
在
地
・
伊
勢
地
域
の
当
時

の
様
子
を
パ
ネ
ル
等
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

 「
金
魚
絵
師 

深
堀
隆
介
×
博
物
館
明
治
村　

僕
の
金
魚
園
」

▼ 

期
間
／
八
月
十
一
日
～
九
月
二
十
五
日

代
表
作「
金
魚
酒
」シ
リ
ー
ズ
や
、
色
と
り
ど
り
の
金
魚
を
売
る
屋
台
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
型
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン「
僕
の
金
魚
園
」に
加
え
て
、
本
展
の
た
め
に
制
作
し
た
新
作
を
含
め
た
三
十
八
件
の
作
品
で
、
深
堀

氏
の
神
秘
的
な
作
品
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

◆ 

江
戸
川
乱
歩
館（
三
重
県
鳥
羽
市
）復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ご
有
志
目
録
を
鳥
羽
商
工
会
議
所
へ
贈
呈

▼ 

実
施
日
／
八
月
十
七
日

令
和
三
年
の
火
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
江
戸
川
乱
歩
館（
三
重
県
鳥
羽
市
）

の
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
企
画
展「『
犯
人
は
誰
だ
？
』謎
解
き
の
誕

生
～
明
治
・
大
正
の
探
偵
小
説
か
ら
江
戸
川
乱
歩
ま
で
～
」開
催
中
に
来
場
者
か

ら
募
っ
た
ご
有
志
総
額
三
四
八
、六
一
五
円
の
目
録
を
、
鳥
羽
商
工
会
議
所
へ
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
「
ジ
ブ
リ
の
想
い 

明
治
村
の
想
い 

そ
の
先
に
あ
る
も
の
」

▼ 

開
催
日
／
十
一
月
二
十
六
日

愛
・
地
球
博
記
念
公
園
に
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
が
開
園
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
館
長
の

安
西
香
月
氏
を
ゲ
ス
ト
迎
え
、ジ
ブ
リ
と
明
治
村
の
想
い
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
、阿
川
村
長
、中
川

館
長
と
と
も
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

 「
郷
土
玩
具『
う
さ
ぎ
』と
泉
鏡
花
の
美
し
き
装
丁
」展

▼ 

期
間
／
十
二
月
二
十
三
日
～
令
和
五
年
二
月
十
二
日

令
和
五
年
の
干
支「
卯
」に
ち
な
み
、
う
さ
ぎ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
日
本
各
地
の
郷
土
玩
具
や
、
う
さ
ぎ
の
玩
具

を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
た
作
家
・
泉
鏡
花
の
書
籍
の
装
丁
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
「
洋
琴
の
音
色
は
心
を
H
A
P
P
Y
に
！
」　

▼ 

開
催
日
／
三
月
十
八
日

館
蔵
の
ウ
ィ
ー
ン
製
ピ
ア
ノ（
P
a
l
l
i
k 

& 

S
t
i
a
s
n
y
、一
九
二
〇
年
頃
製
）の
修
理
・
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
石
井
琢
磨
氏
に
よ
る
演
奏
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、石
井
氏
と
阿
川
村
長
、中
川
館
長
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
こ
れ
は
事
実
か
？
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
？

 

明
治
ア
ブ
な
い
大
衆
事
件
簿  

─ 

錦
絵
版『
東
京
日
々
新
聞
』の
世
界 

─
」

▼ 

期
間
／
七
月
二
十
九
日
～
十
一
月
二
十
六
日

明
治
時
代
初
期
、
世
間
を
騒
が
せ
た
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事
件
や
奇
々
怪
々
な
出
来
事
を
、
錦
絵
新
聞
で

ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
　
　
「
帝
国
ホ
テ
ル・ラ
イ
ト
館
竣
工
百
年
記
念 

東
洋
の
宝
石
」

▼ 

期
間
／
九
月
一
日
～
十
二
月
十
七
日

帝
国
ホ
テ
ル
・
ラ
イ
ト
館
の
竣
工
百
年
を
記
念
す
る
展
覧
会
。
M
o
M
A 

や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
図
書
館
で
所
蔵

の
資
料
や
図
面
を
利
用
し
、
建
物
内
の
色
彩
の
復
原
を
試
み
た
ほ
か
、
渋
沢
栄
一
が
帝
国
ホ
テ
ル
で
催
し
た
宴

席
メ
ニ
ュ
ー
の
再
現
や
、
著
名
人
が
ラ
イ
ト
館
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
を
集
め
、
ラ
イ
ト
館
が「
東
洋
の
宝
石
」

と
称
さ
れ
た
由
縁
を
探
る
な
ど
、様
々
な
切
り
口
で
帝
国
ホ
テ
ル
・
ラ
イ
ト
館
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

◆ 

名
電
一
号
形 

展
示
終
了
し
札
幌
市
交
通
局
に
返
却

▼ 

搬
出
日
／
九
月
二
十
四
日（
九
月
三
日
展
示
を
終
了
）

平
成
二
十
六
年
か
ら
約
九
年
間
に
渡
っ
て
公
開
し
て
き
た「
名
電
一
号
形
」の

展
示
を
終
了
し
、所
有
者
で
あ
る
札
幌
市
交
通
局
へ
返
却
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 「
帝
国
ホ
テ
ル・ラ
イ
ト
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」

▼ 

開
催
日
／
十
一
月
二
十
六
日

編
集
者
で
慶
應
義
塾
大
学
S
F
C
特
別
招
聘
教
授
で
も
あ
る
白
井
良
邦
氏
を
お
招
き
し
、

阿
川
村
長
、中
川
館
長
と
と
も
に
、帝
国
ホ
テ
ル
・
ラ
イ
ト
館
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企
画
展

企
画
展

企
画
展

阿
川
村
長
企
画

阿
川
村
長
企
画

阿
川
村
長
企
画

阿
川
村
長
企
画

企
画
展

令
和
５（
二
〇
二
三
）年

企
画
展

阿
川
村
長
企
画

阿
川
村
長
企
画

開村 55周年からの 5年間の活動を振り返る

令
和
６（
二
〇
二
四
）年

企
画
展
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ち
主
は
、
震
災
時
の
恐
怖
の
衝
撃
が
去
ら
ず
、
自
治
体

な
ど
に
よ
る
移
築
保
存
を
希
望
し
た
。
赤
尾
氏
は
奔

走
さ
れ
た
が
、
当
時
、
公
共
団
体
は
ど
こ
も
災
害
復
旧

で
手
一
杯
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
人
の
縁
が
動
き
出
す
。

赤
尾
氏
が
、後
に
竹
中
大
工
道
具
館
館
長
に
な
ら
れ
た

こ
と
が
、大
工
道
具
研
究
者
で
も
あ
り
同
館
の
理
事
を

務
め
て
い
た
、
当
時
の
村
松
貞
次
郎
明
治
村
館
長
と
、

こ
こ
で
相
ま
み
え
た
の
だ
。

　

武
田
五
一
の
芝
川
邸
は
、既
に
京
阪
神
間
で
は
と
り

わ
け
著
名
で
あ
り
、
研
究
者
や
神
戸
大
学
の
学
生
達

も
、
被
災
状
況
と
残
存
部
と
解
体
部
材
の
実
測
調
査

の
た
め
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続
々
と
参
加
し
て
く
れ

写
真
2
　
階
段
ホ
ー
ル

工
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

平
成
七（
一
九
九
五
）年
一
月
十
七
日
、阪
神
淡
路
大

震
災
で
芝
川
邸
は
被
災
し
た（
写
真
4
）。
当
時
の
ご
当

主
、
又
彦
氏
は
、
業
務
関
係
に
あ
っ
た
竹
中
工
務
店
大

阪
本
店
設
計
本
部
長
・
赤
尾
建
蔵
氏
に
、
対
策
に
つ
い

て
相
談
し
た
。
赤
尾
氏
は
、
途
上
国
の
教
育
施
設
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
建
設
・
寄
贈
し
た
建
設
会
社
設
計
グ

ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
、こ
の
計
画
は
建
築
学
会
文
化

賞
の
審
査
対
象
に
な
っ
た
。私
も
審
査
員
の
一
人
だ
っ

た
の
で
、
赤
尾
氏
の
、
建
築
文
化
へ
の
深
い
洞
察
と
情

熱
を
持
っ
た
、そ
の
人
と
な
り
は
よ
く
存
じ
上
げ
て
い

る
。
震
災
に
よ
り
芝
川
邸
が
受
け
た
被
害
は
、幸
い
に

も
構
造
部
材
に
ま
で
及
ん
で
お
ら
ず
、彼
は
修
理
に
よ

り
再
び
住
む
こ
と
が
可
能
と
の
診
断
を
下
し
た
が
、持

9

　

芝
川
邸
は
明
治
四
十
四（
一
九
一
一
）年
の
建
立

で
、
小
品
で
は
あ
る
が
、
武
田
五
一（
一
八
七
二
～

一
九
三
八
）の
名
作
と
し
て
知
ら
れ
た
住
宅
で
あ
る（
写

真
3
）。
こ
の
名
作
が
明
治
村
に
来
た
こ
と
は
、
奇
跡
と

は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
大
震
災
に
あ
い
な
が
ら
も
、
幸

運
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
人
の
縁
に
恵
ま
れ
て
救

済
さ
れ
た
。
の
っ
け
か
ら
蘊う

ん
ち
く蓄

め
い
て
恐
縮
だ
が
、こ

の
際
、人
の
縁
と
歴
史
に
よ
り
つ
く
ら
れ
る
建
築
の
世

界
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
な
の
で
、芝
川
邸
に
ま

つ
わ
る
縁
を
紐
解
こ
う
。

　

建
設
業
や
建
築
家
は
、
全
部
で
は
な
い
が
、
江
戸
期

の
請
負
大
工
や
お
抱
え
大
工
が
発
祥
に
な
る
も
の
が

あ
る
。
発
祥
の
経
緯
に
よ
っ
て
そ
の
職
業
の
性
格
が

決
ま
る
も
の
で
も
な
い
が
、発
祥
を
原
因
と
す
る
そ
の

性
格
が
歴
史
的
に
強
化
、決
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
多

い
。
古
代
律
令
時
代
、
中
国
か
ら
移
植
し
た
制
度
、
技

術
、
文
化
の
一
環
で
、
大

お
お
い
た
く
み

工
を
長
と
す
る
国
家
造
営
組

織
が
つ
く
ら
れ
た
。
国
家
の
空
間
施
設
全
般
を
企
画
、

運
営
、実
施
す
る
制
度
の
頂
点
が
大
工
だ
っ
た
。
こ
の

大
工
が
、
中
世
を
通
じ
て
技
術
が
練
磨
さ
れ
、
小
さ
な

民
間
組
織
で
実
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
り
、江
戸
期

に
は
、
地
域
や
施
主
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
に
な
る
。

と
い
う
の
も
、建
設
造
営
の
中
枢
は
専
門
技
術
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、あ
ま
ね
く
社
会
の
要
請
に
対
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
責
任
を
負
う
請
負
建
設
業
や
、
施
主

の
懐
に
入
っ
て
、微
に
入
り
細
に
入
り
施
主
に
尽
く
す

と
い
う
建
築
家
の
本
分
を
担
っ
た
の
が
、江
戸
期
の
大

　

芝
川
又
右
衛
門
邸（
写
真
１
・
2
／
以
下
、芝
川
邸
と
記
す
）は
、赤

瓦
で
急
勾
配
の
屋
根
両
面
に
、
小
屋
裏
の
小
窓
を
バ

タ
フ
ラ
イ
の
よ
う
に
は
ね
上
げ
、
白
い
漆
喰
壁
の
正

面
に
突
き
出
た
煙
突
と
、
竪
長
の
出
窓
、
そ
し
て
石
積

の
傾
斜
地
に
張
り
出
す
よ
う
に
軽
快
な
ベ
ラ
ン
ダ
が

取
り
巻
い
て
い
る
。
一
見
、デ
ザ
イ
ン
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
な
斬
新
で
鋭
い
外
観
な
の
に
、
小
規
模
な
せ
い
か
、

ど
こ
か
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
風
情
で
、
鮮
烈
な

吸
引
力
と
、
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
そ
っ
と

咲
き
、
そ
の
存
在
に
気
づ
い
た
人
の
み
が
美
し
さ
に

気
づ
く
よ
う
な
、
そ
ん
な
谷
間
に
咲
い
た
ユ
リ
の
花

の
愛
ら
し
さ
が
同
居
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
解
剖
し
て
い
く
と
、
日
本
近
代
住
居
史
上
の
大

輪
の
花
で
あ
る
こ
と
が
浮
上
し
て
く
る
。

明
治
村
の
建
築
に
視
る
日
本
近
代
青
春
群
像
物
語 

〈
十
七
〉

館
長
　
中
川 

武

芝
川
又
右
衛
門
邸
―

阪
神
と
和
洋
の
間
に

咲
い
た
花

（その一）

写真１　芝川又右衛門邸

写真3　創建時の芝川邸

写真4　被災時　正面にあった煉瓦煙突をはじめ壁面がかなり崩落

縁
は
異
な
も
の

一

移
築
に
む
け
て

二写
真
6
　
復
原
木
工
事
の
様
子

写
真
5
　
竹
に
よ
る
建
物
外
形
の
仮
組
み
　
建
物
敷
地
が
決
定
さ
れ
た
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主
な
参
考
文
献

	

『
芝
川
邸
と
武
田
五
一
展
～
阪
神
大
震
災
と
文
化
財
保
護
～
』		

株
式
会
社
竹
中
工
務
店　

一
九
九
六
年
五
月

「
特
集
芝
川
又
右
衛
門
邸
」『
明
治
村
だ
よ
り
』第
四
十
九
号	

二
〇
〇
七
年
九
月

『
明
治
村
建
造
物
移
築
工
事
報
告
書　

第
十
二
集	

芝
川
又
右
衛

門
邸
』博
物
館　

明
治
村　

二
〇
一
〇
年

た
。
し
か
し
、明
治
村
に
は
解
体
と
移
築
の
費
用
が
な

い
。
そ
れ
以
前
は
、解
体
が
決
ま
っ
た
建
物
は
明
治
村

が
寄
贈
を
受
け
、明
治
村
の
予
算
で
解
体
、移
築
、復
原

を
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
費
用
は
新
築
よ
り

は
る
か
に
増
大
す
る
が
、文
化
財
ク
ラ
ス
の
価
値
の
あ

る
建
物
の
保
存
の
た
め
に
は
止
む
を
得
な
い
。
し
か

し
、
芝
川
邸
の
移
築
復
原
工
事
は
、
明
治
村
に
と
っ
て

久
し
振
り
の
事
業
で
あ
り
、当
時
入
村
者
が
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
明
治
村
に
は
、そ
の
予
算
手
当
の
目
途
が
つ

か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
持
主
は
と
い
え
ば
、住
み
続

け
る
こ
と
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
愛
着

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。「
い
つ
か
必
ず
建
て

ま
す
」と
い
う
明
治
村
の
決
意
を
了
と
さ
れ
、
と
り
あ

え
ず
の
解
体
・
部
材
の
運
搬
費
用
を
負
担
し
て
下
さ
っ

た
。
さ
ら
に
、こ
の
実
務
を
担
当
し
た
工
務
店
の
先
代

が
、か
ね
て
よ
り
私
淑
し
て
い
た
武
田
五
一
が
大
正
七

（
一
九
一
八
）年
、名
古
屋
高
等
工
業
学
校
長
に
転
任
し

て
こ
ら
れ
た
折
に
、「
ほ
と
ん
ど
入
り
浸
る
よ
う
に
し

て
教
え
を
受
け
た
恩
を
い
ま
こ
そ
果
た
し
た
い
」と
い

う
こ
と
で
、
関
係
者
の
集
ま
り
の
席
で
、
芝
川
邸
の
復

原
木
工
事
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
り
た
い
と
希
望
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、も
う
一
度
関
係
者
一
同
の
エ

ン
ジ
ン
に
火
が
付
き
、復
原
に
関
わ
る
確
認
申
請
業
務

や
寄
付
金
の
免
税
措
置
を
受
け
る
た
め
の
関
係
各
省

庁
と
の
交
渉
に
邁
進
し
、工
事
開
始
に
漕
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る（
写
真
5
・
6
、図
１
・
２
）。

　
「
何
と
し
て
も
こ
の
建
築
の
価
値
を
護
り
た
い
」と
い

う
願
い
が
、人
々
と
組
織
の
縁
を
繋
ぎ
、希
望
を
実
現
す

る
た
め
の
土
台
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
だ
と
い
え
る
。

「芝川又右衛門邸」

図１　芝川家御別荘新築設計図トレース図－一階及び二階平面図－

図２　芝川家御別荘新築設計図トレース図－東及び北面姿図－

博物館明治村の飯田喜四郎元館長が、
2025年 1月4日にご逝去されました。

トークセッション「本をつくる愉しみ
～ブックデザインを読む～」を開催

　飯田元館長は、博物館明治村開村の2年前、財団法人明治村が設置した建築委員会に第1
回から参加、1997年には館長に就任（2010年まで）、明治村の60年を支え続けてくださいました。
　これまでのご指導とご支援に感謝申し上げますとともに、衷心よりお悔み申し上げます。

主な著書
『西洋建築史図集』
（小林文治、堀内清治、桐敷真次郎と共
著、彰国社、1953年）

『ロマネスク』
（単著、美術出版社、1967年）
『ゴシック建築のリブ・ヴォールト』
（単著、中央公論美術出版社、1989年）
『建築講和Ⅱ』
（黒岩俊介と共訳、中央公論美術出版、
2024年）　他多数

故飯田喜四郎先生ご経歴
1924年 東京生まれ

1949年 東京大学第二工学部建築学科卒業、同大学院進学（1954年満期退学）。

1953年 フランス政府給費留学生としてフランス文部省建築局文化財建造物特別講座聴講生（1956年まで）

1958年 総理府技官・宮内庁管理部工務課長補佐

1963年 文部省出向・名古屋大学工学部助教授、財団法人明治村建築委員会委員

1966年 工学博士（東京大学）の学位授与、名古屋大学工学部教授

1979年 財団法人明治村理事（2010年まで）。

1981年 愛知県文化財保護審議会委員（2004年まで）

1982年 文化庁文化財保護審議会第二専門調査会建造物部会専門委員（1996年まで）

1988年 名古屋大学定年退官、同名誉教授、愛知工業大学教授。愛知県文化財保護審議会長（2004年まで）

1997年 財団法人明治村副理事長・博物館明治村館長（ともに2010年まで）

2002年 神宮司庁造宮局技術顧問（2004年まで）

2003年 日本建築学会大賞受賞、瑞宝中綬章受章。

2005年 神宮式年造営庁技術顧問（2015年まで）

2010年 公益財団法人明治村顧問（2025年まで）

　11月23日（土・祝）、数多くの文学作品の装丁を手掛ける大久
保明子氏をお招きし、阿川佐和子村長、中川武館長とともに、装丁
を通して「本」をつくりあげる愉しさについて語っていただきました。

　文化財防火デー（1月26日）にちなみ、1月27日（月）、犬山市消防
本部と明治村自衛消防隊は合同で消防訓練を行いました。本訓
練は、火災などの災害から貴重な文化財を守るとともに、お客様の
安全を図るため、適切な通報・連絡、初期消火、避難誘導体制の確
立を目指した訓練です。
　訓練は、当館が保存する「東松家住宅」（重要文化財）からの出
火を想定し、実際に火災報知ベル鳴動・村内放送・発煙発火装置
作動を行い、明治村自衛消防隊 11名と犬山市消防本部が合同で
一斉放水を行いました。

▶2024.11-2025.2

　2月2日（日）と2月9日（日）、「明治村古墳特別公開」イベントを開催し、
両日合わせて50人以上のお客様（予約制）にご参加いただきました。
　参加者の方々は、初めに第四高等学校物理化学教室で赤塚次郎
先生（NPO法人 古代邇波の里・文化遺産ネットワーク理事長）の講義
を聞き、その後現地で古墳見学を行いました。

「明治村古墳特別公開」を開催しました2,9
2

23
11 【第71回文化財防火デー】

犬山市消防本部と合同訓練を実施27
1

「明治村の雛飾り」を開催中

　博物館明治村で
は、「年中行事を通じ
て季節を感じよう」と
題し、年間を通じて
様々な展示を行って
います。2月1日（土）
から4月6日（日）にか
けては、上巳の節供
として「明治村の雛
飾り」と題し、郷土玩
具を中心に、全国各
地の雛飾りを三重県庁舎特別展示室で展示しています。

〜1
2

6
4
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非公開箇所をはじめ写真映えスポットな
ど、スタッフイチオシの建物を特別にご案
内します。

歴史的建造物を用いて開催するお茶会です。本年は初めて煎茶席も開催します。

修理工事中の「帝国ホテル中央玄関」を修理技術者が特別にご案
内します。※雨天時はご案内内容を変更する場合があります。

明治時代は「ひゃくいろめがね」の愛
称で親しまれた万 華 鏡 。好きな色の
ビーズを選んでつくり、筒をのぞき込
むと…どんな景色が見える？

明治村所蔵の錦絵の中からスタッフが選ん
だ「これぞ明治！」という作品で、浮世絵の
一種である錦絵の多色刷りを体験しよう。

明治建築を移築・保存することで、明治時代
の人々の思いを後世に繋げていく「博物館 明
治村」。開村から現在までの60年間を振り返
りながら、まだ知られてい
ない明治村が所蔵する“お
宝”の数々をご紹介します。

豊かな香りと味わいで至福の時をもたらす
「珈琲」。明治時代にもたらされた珈琲と喫
茶店文化を、明治村所蔵の「ミル」や「コー
ヒーカップ」などの資料からご紹介します。

京都市電が動態展示を開始した昭和42年3
月18日（開村2周年）の開通式で披露した姿
をモチーフに車両を飾り、運行します。
※車両都合や悪天候等の理由により、装飾のない車

両で運行する場合があります。

時は明治。とある寂れた新聞社の扉を5年ぶりに叩いた青年の名は“太郎”。以前のような荒筋だけ
の原稿ではなく、いくつもの小説を書き上げるほどになり、新進気鋭の作家として名をあげはじめてい
る小説家の卵だ。

小説家として成長しつつある姿を見せようと久しぶりに新聞社を訪れた太郎は、雰囲気のあまりの
変わりように思わず息を呑んだ。敏腕ジャーナリストだった“明智金之助”はおろか、他の記者もまっ
たくおらず閑古鳥が鳴く社内には、気心の知れた編集長“雨村春子”がただ1人佇んでいた。

この2人の再会が、新たな事件の始まりを告げることになるとは、まだ知る由もなかった。

明治時代に日本で広まった「珈琲」や「カフェ・
喫茶店」文化をテーマにした飲食店がオープン! ガラスの揺らぎを感じる空間
で、こだわりの珈琲やスイーツなどをお召し上がりください。

詳しくは明治村公式HPをご覧ください。

その 他の「 江 戸 川乱 歩と不 可 解な残 像 」をさらに楽しめる情 報は明 治 村 公 式 H Pをチェック！

※画像は明治村での京都市電開通式の様子です。実際のデ
ザイン・仕様とは異なる場合があります。

『文藝倶楽部』第二十巻第七號 
博通社広告

※画像はイメージです。実際とは異なる場合があります。

※画像はイメージです。修理工事の進捗により当日ご覧いただく光景とは異なる場合があります。

各イベントの詳細は、明治村公式HPをご覧ください。

明治村茶会

帝国ホテル中央玄関修理現場見学会明治体験工房

万華鏡をつくろう！

江戸川乱歩の作品を江戸川乱歩の作品を
モチーフにした謎解きシリーズモチーフにした謎解きシリーズ 第 2章開幕第 2章開幕!!

べらぼうに楽しもう！ 明治の多色刷り体験

4/25（金）・26（土）

5/24（土）、6/7（土）4/19（土）・20（日）、26（土）・27（日）

6/7（土）・8（日）、14（土）・15（日）

スタッフの “推し建物 ”ガイド

企画展
「明治村の“Oh！”たから大集合！」

工部省品川硝子製造所
メイジ珈琲時館

◀ 珈琲と明治村
　 カステーラのセット

▲ ビー玉ポンチ

京都市電 花電車運行メイジ珈琲時館オープン記念展
「ミルで見る？ 見るだけじゃない
珈琲と喫茶店文化」

毎月テーマを設けて、明治村内にある複数の建物を巡ります。
実施日  4月～7月の10日、20日、30日 ※休村日を除く

実施時間  ①11：00～ ②13：30～ （各回約60分）

参加料  お1人様 500円 （各回15名様）

“とっておき”ガイドツアー「0」のつく日は！

「6」のつく日は！

実施日  4月～7月の6日、16日、26日
実施時間  ①10：30～12：00 ②13：30～15：00
参加料  無料

席 主  ・坐漁荘・亦楽庵席（濃茶）／筒井如是庵　・学習院長官舎席（薄茶）／北村美術館
　　　　  ・芝川又右衛門邸席（煎茶）／和泉市久保惣記念美術館

参加料  25,000円（茶席3席、点心、模擬店）
予 約  TEL：0568-67-0314 「明治村茶会」係まで
締 切  3/31（月） ※定員に達し次第、締め切らせて頂きます。

時 間  ①11：30～ ②13：30～ （各回約60分）

対 象  高校生以上　 参加料  お1人様 1,500円（各回20名様）受付時間  10：30～16：00
　　　　  （体験時間 20～25分）

参加料  1キット 600円

受付時間  ①10：30～11：30
             ②13：00～14：30
             （体験時間 20～25分）

参加料  お1人様 500円（1版）

会 場  名鉄岩倉変電所

会 場  千早赤阪小学校講堂

場 所  工部省品川硝子製造所内

会 場  宇治山田郵便局舎

記載のガイドおよびガイドツアーは
右記二次元コードよりご確認・ご予約ください。

詳細・予約

右記の二次元コードより
ご確認・ご予約ください。

詳細・予約

「カクメイ」団
スタンプラリー

開村60年の歴史を振り返りながら村内を巡り、
明治村の「　  」のスタンプを集めよう!
全てのスタンプを集めたら記念品をプレゼント!

カクメイ

ラリー用紙は入村ゲート（正門・北口）に設置！

3/18（火）

13：00
オープン！

▲ あいすくりん
　 ソーダ

「この事件は、もしかして…」
以前、ある事件を取材していた敏腕記者の金之助。取
材結果を聞きそびれていたことを春子から告げられた
太郎とあなたは、過去資料をまとめ直すことになった。

Scoop 外伝

500円｜難易度0.5操られた指

「大旦那さまはだれにもお会いしないとのことです」兄
弟のうち長生きした方が全財産を与えられる蛭間家。
兄とともに財産が忽然と消えたことをきっかけに四角
館に関わる人々の思惑が動き出す。

Scoop 03

1,000円｜難易度3戦慄の四角館
「ブラボー！ルージュ・エンジェル！」
「紅色のトカゲが生きているかの様だ！」
狂気めいた大夜会がとある一室で開催されていた。紅
トカゲの刺青を持つ美女が微笑む先には…。
※挑戦するには解決印が押されたScoop 03が必要です。

※挑戦するには解決印が押されたScoop 04が必要です。

Scoop 04 5.105.10 Sat. Sat.始動！始動！ 5.105.10 Sat. Sat.始動！始動！

1,500円｜難易度4紅トカゲ
「この話が私の夢か私の一時的狂気の幻でなかったなら
ば、あの彫刻と旅をしていた男こそ狂人であったに相違な
い」 動く彫刻がある、という奇妙な噂を耳にした春子。人
間そっくりの彫刻を見張るため、双眼鏡を覗き込んだ先で
見えた光景が町を揺るがす事件に発展するのだった。

Scoop 05

1,800円｜難易度5彫刻と旅する男

「私は、世にも珍しいふたごの一方として生れました。
股（もも）にある一つのほくろを除いては―」容疑者
に挙がったのは「双子の兄弟」。この兄弟に隠された
秘密が事件を闇の中へ迷い込ませることになる。

Scoop 01

700円｜難易度1双子の兄
「馬鹿な事を云

い

ってはいけない。そりゃ人違いだろう。
何なら私の身体を検

し ら

べて見るがいい」
結婚指環の窃盗事件が発生した。しかし身体検査を
してもどこからも出てこない。果たして消えた結婚指環
の行方は！？

Scoop 02

800円｜難易度2結婚指
ゆ び わ

環

※応募は締切ました。

就任して満10年を迎えた阿川村長と中川館長。ふたりが
これまでの明治村での活動を振り返るとともに、これか
らの明治村像を語り合います。

阿川 佐和子（明治村村長）
撮影・枦木 功

中川 武（明治村館長）

「村長の 10年、館長の 10年、
そして『夢の博物館』明治村へ」

日本とドイツで
活躍中の

オルガニスト・
吉田文氏による
パイプオルガン

演奏も
お楽しみください。
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伊
勢
神
宮
宇
治
橋
の
渡
り
始
め
で
も
、
全
国
の

三
代
夫
婦
が
招
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」 （
註
四
）

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、明
治
村
で
も
、な
ら

わ
し
に
則
っ
た
一
家
族
三
代
夫
婦
に
よ
る
渡
り

初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幅
七
・
七
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
十
三
・
三
メ
ー
ト
ル
の
半
円
二
連
ア
ー
チ

橋
は
、
普
段
素
通
り
し
て
し
ま
う
と
い
う
方
も
、

ぜ
ひ
橋
の
途
中
で
足
を
止
め
て
、
眼
鏡
橋
が
歩

ん
だ
物
語
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

で
多
く
石
橋
が
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と

は
言
え
、こ
の
よ
う
な
西
洋
の
土
木

技
術
の
成
果
が
東
北
地
方
で
見
ら

れ
る
の
は
ま
だ
珍
し
く
、
多
嘉
橋

は
、「
近
在
近
郷
か
ら
弁
当
を
持
っ

て
見
物
に
集
ま
り
に
ぎ
わ
っ
た
」と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た（
註
二
）。

　

羽
州
街
道
は
、
昭
和
二
十
七

（
一
九
五
二
）年
に
福
島
市
か
ら
秋

田
市
ま
で
の
部
分
が
国
道
十
三
号

線
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
多
嘉
橋
は
、

完
成
か
ら
八
十
年
余
り
の
間
、
激

増
す
る
交
通
と
山
形
の
厳
し
い
風

雪
に
耐
え
続
け
ま
し
た
が
、
昭
和

四
十
四
年
、倉
津
川
の
改
修
工
事
と

国
道
拡
幅
工
事
の
た
め
、い
よ
い
よ

解
体
さ
れ
る
運
命
を
迎
え
ま
す
。
天
童
市
で
は

「
明
治
の
遺
産
を
保
存
し
よ
う
」と
い
う
解
体
を

惜
し
む
声
を
受
け
て
、保
存
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
ま
し
た
が
、工
事
費
や
維
持
費
が
か
か
り
過

ぎ
る
こ
と
か
ら
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、東
京
大
学
藤ふ

じ
し
ま島

亥が
い

治じ
ろ
う郎

名
誉
教
授
が
山
形
県

視
察
の
折
、偶
然
に
多
嘉
橋
取
り
壊
し
の
話
を
耳

に
し
た
こ
と
か
ら
、
急
遽
、
明
治
村
へ
の
移
築
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
一
日
、
天
童
市
助
役

（
市
長
代
理
）、建
設
省
山
形
工
事
事
務
所
道
路
管

理
課
長
と
と
も
に
、
明
治
村
担
当
者
も
出
席
し
、

お
別
れ
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
時
の
新
聞
記

事
に
よ
る
と
、お
別
れ
会
に
は
、「
別
れ
を
惜
し
む

地
元
の
人
た
ち
が
大
勢
詰
め
か
け
、最
後
の
姿
を

写
真
に
お
さ
め
て
い
た
」と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す

（
註
三
）。
そ
の
後
、解
体
工
事（
写
真
3
・
4
）は
、十
一
月

十
九
日
か
ら
約
一
ヶ
月
か
け
て
慎
重
に
進
め
ら

れ
、
解
体
材
は
そ
の
月
の
う
ち
に
、
明
治
村
ま
で

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
一
年
、
明
治
村
に
て
天
童
眼
鏡
橋

の
移
築
工
事
が
完
了
し
ま
す
。
記
念
式
典
、テ
ー

プ
カ
ッ
ト（
写
真
5
）
が
行
わ
れ
た
後
、「
三
代
夫
婦

の
長
寿
に
あ
や
か
っ
て
橋
の
長
久
を
祈
る
こ
と

が
、江
戸
時
代
に
は
一
般
化
し
、明
治
に
入
る
と

　

主
要
道
、
羽
州
街
道
の
改
修
に
と
も
な
い
架

け
ら
れ
た
天
童
眼
鏡
橋（
正
式
名
称「
多
嘉
橋
」（
写

真
1
））は
、
山
形
県
天
童
市
の
ほ
ぼ
中
心
部
を
流

れ
る
倉く

ら

津つ
が
わ川

に
架
か
る
橋
と
し
て
、
明
治
二
十

（
一
八
八
七
）年
に
造
ら
れ
ま
し

た（
写
真
2
）。
山
形
県
で
は
、
明

治
九
年
か
ら
十
五
年
ま
で
に
、

「
土
木
県
令
」の
異
名
を
持
つ

三み
し
ま
み
ち

島
通
庸つ

ね（
註
一
） 

県
令
が
、
県
内

十
一
か
所
に
洋
風
建
築
の
様
式

を
取
り
入
れ
た
石
橋
の
ア
ー
チ

橋
を
架
け
ま
し
た
。
古
代
ロ
ー

マ
建
築
に
源
流
を
も
つ
ア
ー
チ

橋
と
言
え
ば
、
長
崎
眼
鏡
橋
が

有
名
で
す
が
、三
島
が
出
身
地
・

九
州
か
ら
石
工
を
呼
び
寄
せ
、

山
形
の
石
工
に
技
術
を
伝
授

さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地

天童眼鏡橋お輿入れ記
5丁目54番地 天童眼鏡橋

写真5　テープカットの様子

　

長
崎
の
伊
王
島
に
大
明
寺
教

会
堂
が
建
設
さ
れ
た
の
は
、
明

治
一
二（
一
八
七
九
）年
。
ル
ル

ド
の
洞
窟
に
祀
ら
れ
て
い
た
マ

リ
ア
像
に
は
明
治
二
一
年
の
年

号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
教
会
堂

に
ル
ル
ド
の
洞
窟
が
作
ら
れ
た

の
は
そ
れ
以
降
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す（
註
一
）。
大
明
寺
教
会

堂
の
ル
ル
ド
の
洞
窟
が
い
つ
頃

作
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、時
期
的
に
当
然
、ル
ル
ド

の
聖
母
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
前
提

と
し
て
日
本
へ
と
贈
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
、
こ
の
大
明
寺
の
マ
リ

ア
像
、
つ
ま
り「
ル
ル
ド
の
聖
母
」の
姿
が
、
一

般
的
な
聖
母
像
と
少
し
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に

お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
中
世
以
来
、
キ
リ
ス

ト
教
で
は
愛
情
と
真
実
の
象
徴
と
し
て「
赤
い

衣
と
青
の
マ
ン
ト
姿
」（
註
二
）
で
聖
母
を
描
く
こ

と
が
、
教
義
上
の
約
束
ご
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、大
明
寺
の
マ
リ
ア
像
は
、白
い
衣
に

金
色
で
縁
取
ら
れ
た
白
い
ベ
ー
ル
を
被
り
、
腰

に
青
い
布
を
巻
い
た
姿
を
し
て
い
ま
す
ね
。
実

は「
無
原
罪
の
御
宿
り
」は
聖
書
に
記
載
の
な
い

信
仰
で
あ
り
、
通
常
の
聖
母
と
は
異
な
る
表
現

を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
具

体
的
に
は
、
十
二
、三
歳
の
少
女
の
姿
で
あ
る
こ

と
、黄
金
の
髪
、白
い
衣
の
上
に
青
い
マ
ン
ト
を

纏
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が「
無
原
罪
の
御
宿
り
」

で
の
聖
母
マ
リ
ア
を
表
す
決
ま
り
で
す（
註
三
）。

細
部
に
若
干
の
相
違
点
は
あ
り
ま
す
が
、
大
明

寺
の
女
性
像
は
白
と
青
を
基
調
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
無
原
罪
の
御
宿
り
」の
マ
リ
ア
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

　

一
方
で
、
マ
リ
ア
像
が
被
っ
て
い
る
星
を
頂

い
た
冠
は
、
聖
母
マ
リ
ア
を
見
分
け
る
目
印
と

し
て
共
通
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
教
会

堂
内
部
で
マ
リ
ア
像
の
背
後
に
円
形
に
配
置
さ

れ
た
星
も
、
こ
の
表
現
に
基
づ
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す（
写
真
3
）。
何
と
な
く
光
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の
星
、
実
は
背
後
の
板

に
星
型
の
穴
を
開
け
、
そ
の
部
分
に
窓
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
星
型
を
通
し
て
外
光
が
入
っ
て

　

大
明
寺
聖
パ
ウ
ロ
教
会
堂（
写
真
1
）（
以
下
、
大

明
寺
教
会
堂
と
す
る
）の
中
で
、
俄
然
目
を
引
く

ル
ル
ド
の
洞
窟（
写
真
2
）。
今
回
は
、
こ
の
ル
ル
ド

の
洞
窟
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
八
五
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
と
い
う

町
の
洞
窟
に
、
一
人
の
年
若
い
女
性
が
現
れ
ま

し
た
。
近
く
に
い
た
少
女
が「
あ
な
た
は
誰
?
」

と
尋
ね
る
と
、
彼
女
は
自
身
の
こ
と
を「
無
原
罪

の
御
宿
り
」で
あ
る
と
告
げ
ま
す
。
実
は
彼
女

は
聖
母
マ
リ
ア
で
あ
り
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

「
ル
ル
ド
の
聖
母
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
無
原
罪
の
御
宿
り
」と
は
、
純
潔
な
ま
ま
キ
リ

ス
ト
を
身
籠
っ
た
と
さ
れ
る
マ
リ
ア
自
身
も
、

母
ア
ン
ナ
の
胎
内
に
宿
っ
た
と
き
か
ら
穢
れ
な

き
存
在
だ
っ
た
と
い
う
、キ
リ
ス
ト
教
、特
に
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
教
義
で
す
。「
無
原

罪
の
御
宿
り
」の
信
仰
自
体
は
中
世
か
ら
存
在

し
ま
し
た
が
、19
世
紀
末
、パ
リ
外
国
宣
教
会
に

よ
っ
て
ル
ル
ド
の
洞
窟
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
世
界

各
地
に
広
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
一
層
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

く
る
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す（
写
真
4
）。
マ
リ

ア
像
の
上
部
に
も
同
様
の
仕
掛
け
が
あ
り
、
天

か
ら
光
が
降
り
注
ぐ
演
出
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
屋
外
に
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
ル
ル
ド

の
洞
窟
に
対
し
、
大
明
寺
教
会
堂
の
ル
ル
ド
は
、

屋
内
に
設
置
し
た
上
で
、
重
厚
な
洞
窟
を
わ
ざ

わ
ざ
作
り
、
そ
こ
に
自
然
光
を
意
図
的
に
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
聖
母
マ
リ
ア
と
ル
ル
ド
の
奇

跡
の
神
聖
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
作
り
手
の

創
意
工
夫
が
光
る
、
他
に
類
例
の
な
い
ル
ル
ド

の
洞
窟
と
い
え
る
の
で
す
。

註
一 	

大
明
寺
教
会
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
聖
母
マ
リ
ア
像

は
、
現
在
も
大
明
寺
教
会
堂
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
明

治
村
で
展
示
し
て
い
る
マ
リ
ア
像
は
こ
の
レ
プ
リ
カ
。

註
二 	

宗
教
美
術
で
は
、聖
人
を
表
現
す
る
際
に
、服
装
や
持
ち

物
な
ど
、そ
の
聖
人
を
示
す
ア
イ
テ
ム
・
方
法
が
定
め
ら

れ
て
い
る（
宗
教
図
像
学
）。

註
三 	

画
家
で
、
異
端
審
問
所
付
美
術
監
督
官
で
も
あ
っ
た

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
チ
ェ
コ
が
、
そ
の
著
書『
絵
画
術
』

（
一
六
四
九
年
）の
中
で
定
め
て
い
る
。

主
な
参
考
文
献

（
1
）	

高
階
秀
爾『
名
画
を
見
る
眼
』岩
波
書
店 

一
九
六
六
年

（
2
）	

山
尾
彩
香「《
無
原
罪
の
御
宿
り
》に
み
る
父
権
的
支
配

者
と
し
て
の
マ
リ
ア
」西
南
学
院
大
学
博
物
館
研
究
紀

要 

第
4
号 

二
〇
一
六
年
三
月

（
3
）	

三
俣
俊
二「
大
明
寺
聖
パ
ウ
ロ
教
会
堂
の
創
建
と
変
遷
」

『
I
N
A
X 

R
E
P
O
R
T
』N
o
．
1
2
1 

一
九
九
五

年
十
二
月

5丁目56番地  大明寺聖パウロ教会堂
聖なる奇跡を再現する

写真１　大明寺聖パウロ教会堂写真１　天童眼鏡橋

註
一	

三
島
通
庸（
一
八
三
五
〜
一
八
八
八
） 

薩
摩
藩（
現
：
鹿

児
島
県
）の
下
級
武
士
出
身
。
大
久
保
利
通
に
認
め
ら

れ
、東
京
府
参
事
、教
部
省
教
部
大
丞
、酒
田
県
令
を
歴

任
し
た
後
、
明
治
九
〜
十
五
年
に
山
形
県
令
を
務
め
、

新
道
開
削
や
石
橋
架
橋
の
道
路
整
備
事
業
な
ど
に
尽

力
し
た
。

註
二	

参
考
文
献（
1
）よ
り
引
用

註
三	

参
考
文
献（
2
）よ
り
引
用

註
四	

参
考
文
献（
3
）よ
り
引
用

参
考
文
献

（
1
）	

山
形
新
聞
夕
刊  

一
九
七
〇
年
九
月
二
日

（
2
）	

山
形
新
聞
朝
刊  

一
九
七
〇
年
十
一
月
二
日

（
3
）	

三
浦
彩
子  

「
橋
の
渡
り
初
め
と
そ
の
儀
式
に
関
す

る
研
究
」（『
土
木
学
会
論
文
集
』
V
o
l
．
80
・
N
o
．

7
）二
〇
〇
四
年

（
4
）	

長
野  

寂  

「
明
治
村
の
眼
鏡
橋
」（『
日
刊
や
ま
が
た
14

─
4
』）一
九
八
三
年

写真２　大明寺聖パウロ教会堂「ルルドの洞窟」

写真3・4　解体工事の様子

写真2　天童市にあった頃の多嘉橋

写
真
３　

ル
ル
ド
の
洞
窟（
部
分
）

写
真
４　

大
明
寺
聖
パ
ウ
ロ
教
会
堂「
ル
ル
ド
の
洞
窟
」後

ろ
側（
外
壁
部
分
小
窓
）




